

























期 名 前 国 籍 指 導 教 員
30
エンドリ ラマ アルバニア 富山大学 チャピ ゲンツィ 教授
宋 双 宝（ソウ ソウホウ） 中 国 富山大学 唐 政 教授
宋 双 玉（ソウ ソウギョク） 中 国 富山大学 唐 政 教授
31
アムズ フィロメナ アイエレ ジファ ガ ー ナ 富山大学 若山 育代 准教授
ポウ イシュマエル ジョウ クワジョ ガ ー ナ 富山大学 松本 謙一 教授
マルチンス ドス サントス ナガオ ブレナ カルラ ブ ラ ジ ル 富山大学 米田 猛 教授
孟  （モウ テイテイ） 中 国 富山大学 倉光 英樹 教授
楊 詩 語（ヨウ シゴ） 中 国 富山大学 龍 世祥 教授
王  甲（ワン イジャ） 中 国 富山大学 馬 駿 教授
于 洋（ウ ヨウ） 中 国 富山大学 唐 政 教授
































































































































































































































































文 法 Ａ 『J.Bridge』（凡人社）
文 法 Ｂ 『日本語中級J301』（スリーエーネットワーク）
『日本語中級J501』（スリーエーネットワーク）
文 法 Ｃ 『中級へ行こう』（スリーエーネットワーク）
漢 字 『INTERMADIATEKANJIBOOKVOL.1』（凡人社）
読 解 『たのしい読みもの55 初級＆初中級』（アルク）
聴 解 『新・毎日の聞きとり50日 上』（凡人社）
『聞いて覚える話し方 日本語生中継・初中級編1』（くろしお出版）













































































































































































































自 由 意 見
（コース全体）
コースは役に立ったか： 5.0
スケジュールはどうだったか：
忙しすぎる2人，忙しい3人，
ちょうどいい3人
日本語は上達したか：
とても上手になった2人，上手になった2人，
少し上手になった4人
・先生の教え方はとてもよかったと思います。
・コースは役に立ちます。中級のコースも申し
込みたいです。
・日本語研修コースがとてもいいです。活動が
たくさんあります。おもしろいです。いろい
ろなことを習いました。でも，いそがしくて，
つかれました。
・コースは役に立たなければならない。日本へ
来る前に日本語をぜんぜん話せません。今少
し話せます。
・先生はみんな親切です。どうもありがとうご
ざいます。
・このコースはとてもよかったと思います。ま
た，次の学期のクラス編成では日本語初心者
と既習者を混ぜないほうがいいです。そのほ
うが学習において効果的です。
・私はまったく日本語がわからなかったので，
日本語研修コースはおもしろくて，とても役
に立ちました。日本語で自分自身を表現でき
るようになりました。まだ道のりは長いです
が，もっと日本語が上手になると思っていま
す。先生方は一生懸命なので，私の日本語の
話す力や書く力は伸びるでしょう。
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（日本語の授業）
授業はどうだったか： 5.0
教科書はどうだったか： 4.9
『みんなの日本語』 4.9
『毎日の発音練習』 5.0
『漢字だいじょうぶ！』4.6
『J.bridgeジェイブリッジ』 5.0
『日本語中級J301』『J501』 5.0
『中級へ行こう』5.0
ハンドアウトはどうだったか： 4.9
教師の教え方はどうだったか： 5.0
・授業がたのしいです。練習がたくさんありま
す。役にたちます。
・発音練習はおおくなればいいでしょう。私は
日本人と話す時，変な発音ですから。会話の
授業はちょっと少ないでしょう。
・私たちはとてもじょうずじゃないですから，
先生はとてもつかれた。おつかれさまでした。
・毎日の発音練習のじかんはみじかいです。わ
たしは発音練習を勉強したいです。
・『漢字だいじょうぶ！』はむずかしすぎて，
理解できませんでした。
・授業はとてもおもしろかったです。最初はむ
ずかしかったのですが，後で大丈夫になりま
した。授業を楽しみました。
・『J.bridgeジェイブリッジ』の先生方は教
科書にある練習以上出していただいて，とて
もよかったです。『中級へ行こう』の先生方
はいつも作文をさせてもらって，とてもよかっ
たです。『日本語中級J301』『J501』の先生
方は音楽やニュースも教えてくれて，とても
よかったです。
（テスト）
テストはどうだったか：
初級・文法テスト 5.0
初級・聴解テスト 5.0
中級・テスト 5.0
テストは多かったか：
多い2人，ちょうどいい6人
・聴解はすこし聞こえない。でも，たぶんこれ
は自分の問題です。
・テストはちょうどいい。難度はちょうどいい。
・N3とN2とN1のテスト練習がしたいです。
・私のテストの成績はまあまあです。私はせん
せいに「ごめんなさい」といいたいです。あ
りがとうございます。
・テストはよかったが，次の学期では初心者が
より理解できるように，英語でも説明してほ
しい。
・毎週，漢字のテストについて悩みました。
（宿題）
宿題はどうだったか：4.5
宿題は多かったか：
多すぎる1人，多い3人，ちょうどいい3人，
少ない1人
・会話の宿題がほしいです。
・とてもよかったです。続けるべきだと思います。
・多い。でも，多すぎじゃない。
・宿題の練習はいいです。多くないですが，難
度がいいです。
・ときどき宿題は多すぎる感じがしましたが，
多分私の準備が悪かったかもしれません。
（コンピュータ授業）
授業は役に立ったか： 4.9
テキストはどうだったか： 4.9
教え方はどうだったか： 5.0
・はっぴょうはむずかしいですから，私は勉強
しています。ありがとうございます。
・パワーポイントなど，新しいことが学べて，
とてもよかったです。
・もっとおおくの内容がほしいです。
・コンピュータの使い方をたくさん習いました。
先生も親切です。
・パソコンで日本語を書くことは慣れていまし
たので，最初の練習は簡単すぎました。発表
のじゅんびのための，コンピュータの授業は
とてもよかったです。先生方にいろいろなお
していただきました。
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（特別指導）
特別指導はどうだったか： 5.0
特別指導は多かったか：
ちょうどいい3人
・かいわがすきです。ありがとうございます。
・理解できなかったことが勉強できたので，と
ても役立ちました。
・もうちょっと時間が長いほうがいいです。
・会話は上手になりました。
・特別指導はとても少ない。おおくしてほしい
です。
（スタディ・エクスカーション）
見学は楽しかったか：
はい8人
見学場所は適当だったか：
はい8人
見学の時期は適当だったか：
はい8人
何が楽しかったか：
・民族文芸がすてきですね。
・日本文化を理解して，友達と先生といっしょ
に楽しかった。
・日本文化についてたくさん見ました。
・先生と友達はとてもやさしいです。
・先生方と他の学生と遊ぶこと。
（ホームステイ）
ホームステイは楽しかったか：
はい8人
時期は適当だったか：
はい7人，いいえ1人
何が楽しかったか：
・たくさんたのしみがあります。
・日本人はとても親切です。将来あいさつする
ことができます。
・日本人の生活を理解しました。
・茶道，きもの，親切。
・全部。一番楽しかったことは会話でした。
ホームステイの時期について
・試験があって，ちょっと心配がありましたの
で，ホームステイの時間は短くしました。
（日本事情）
日本人と一緒に勉強するのはどうだったか：
日本の文化を知らなければならないと思うか：
思う3人
・楽しかったです。
・とてもおもしろかったです。日本文化の全体
や日本の技術まで学ぶことができました。
・たのしくて，おもしろいです。
・楽しかった。でも，日本語で話せません。
・素晴らしいです。
・よかったです。
・他の日本人に気にされないように，知らなけ
ればなりません。
・日本社会に受け入れられるように，ふるまう
必要があるからです。
・日本の文化に触れることは貴重な経験になる
と思います。
・その国の人を理解するには，マナーや習慣や
考え方を学ぶ必要があります。
・日本の文化を知ったら，日本を理解すること
ができますから。
・日本で長い時間に生活するために，いろいろ
な面をよく理解したいです。
本コースが役に立ったかという問いでは，第30期は5段階評価の4.7点，第31期は5点と評価が高かっ
た。また，自己の日本語の上達度についての問いにも，全員が「とても上達した」「上達した」あるい
は「少し上達した」と答えており，これらの点から受講者のコースに対する満足度は高かったというこ
とがうかがえる。しかしながら，スケジュールについては，「ちょうどいい」よりも「忙しすぎる」「忙
しい」との回答が上回った。既に実験や研究を開始して忙しい学生もおり，朝から夕方まで続く集中コー
スでの学習が大変だと感じられたのであろう。
日本語の授業についての問いでは，第30期は4.7点，第31期は5点と高い評価が得られた。また，教
科書・ハンドアウト・教師の教え方についても，高い評価が得られた。自由意見では，発音練習を増や
してほしいとの希望や，漢字教科書が難しかったとの評価が見られた。各学習者の日本語能力のレベル
差があるため，教科書選定は難しいが，今後検討していく必要がある。
また，テストについても第30期は4.7点以上，第31期はすべて５点と高い評価が得られた。テストの
実施回数は6人が「ちょうどいい」と回答したのに対し，3人が「多い」と回答している。一方，昨年
度，聴解テストの音声に対する不満が多く見られたが，今年度はあまり見られなかった。しかしながら，
テープの経年劣化による音声の聞きとりにくさがなくなったわけではない。今後，聴解テストを改訂し
なければならない。
宿題についても，第30期は4.5点，第31期は4.5点と高い評価が得られた。一方で，宿題の量は評価
が分かれた。また，会話の宿題がほしいや，教科書の既成の問題ではなく，教員が自作した問題がほし
いという希望も見られた。
コンピュータの授業についても，第30期は4.7点，第29期は4.9点と高い評価が得られた。自由意見
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・日本の文化はとても重要です。日本でせいか
つするとき，たくさん日本人にあわなければ
ならないと思います。それで日本人の習慣や
考え方などを勉強すべきです。
・理解するため，いろいろ知らなければなりま
せん。
（口頭発表プロジェクト）
プロジェクトはたいへんだったか：
たいへん7人，ふつう1人
発表会は役に立ったか： 5.0
・全部よかったです。準備が大変なのは，いそ
がしいことだけです。しかし，先生方はいい
サポートをしてくださって，私たちは発表が
できました。
・ぜんぶよかったです。
・たいへんな発表でしたが，たくさん習いまし
た。とてもたのしかったです。
・毎日練習します。たくさんのことばをおぼえ
ます。そして，とてもやくにたちました。
（その他） ・日本語が上手になった。半年の勉強ありがと
うございます。
・どうもありがとうございます。私は助けをも
らいました。私のまちがいにおいて，私は先
生に「ごめんなさい」といいたいです。
・このコースはとてもよくできていたと思いま
す。先生方は勤勉で，学生のことをよく把握
していました。授業は理論的，かつ実践的で，
学生の参加意欲を高めてくれました。
では，コース前半のコンピュータ操作（ひらがな・カタカナ・漢字入力等）の練習が多すぎることや，
簡単すぎるという指摘があった。その一方で，日本語でのコンピュータ操作や、新しいことを学んだこ
とによる満足度も大きかったようである。口頭発表プロジェクト関しても，第30期は4.7点，第31期は
5点と高い評価が得られた。自由意見からも，プロジェクトの意義や有効性を受講者自身が感じ取るこ
とができていると言ってよいだろう。
特別指導については，第30期，第31期ともに点で評価が高かった。昨年度に引き続き，特別指導の
時間を増やしてほしいという意見が見られた。
スタディ・エクスカーション，ホームステイ・ホームビジット，日本事情についても全般的に高い評
価が得られた。スタディ・エクスカーションとホームステイは，日本の文化や習慣を直接体験できる場
として，また日本事情の授業は，日本語のクラスで学んだ日本語を実際に運用できる場として，お互い
の文化を学ぶ場として，とらえられているようである。
昨年度より，アンケート調査の時期を変更したおかげで，学生から多くの自由意見が得られた。本コー
スを改善するために，とても有益なコメントであったと言える。
８ コース改善に向けて
コース評価および定期テストの点数等を参考に，初級クラス学期末講師ミーティング（第30期は2014
年8月5日，第31期は2015年2月19日開催）において，改善策を検討した。話し合いの結果，以下の
２点を実施することとした。
（1）語彙テストの実施について（第31期より）
語彙を予習してこない学生が多く、その日の学習に影響が出ることもあった。この点は学期途中の
講師ミーティングでも検討事項となっていた。そこで第31期からは従来のディクテーションに変
え、予習を促す語彙テストを実施することを決定した。問題は合計10問で，二種類の問題形式と
した。一つは訳語を見て、それに合う日本語語彙をひらがなで記入する形式である（8問）。その
日に学習する課から提出する。もう一つは，前の日に学習した課のディクテーションである。
語彙テストの実施については，第31期の学期末講師ミーティングにおいて，各教員から概ね良好
な評価が得られた。「学習者自身が自分のためのチェック（どれぐらい覚えているか）に役立って
いた。」「（教師の立場から）予習をやってきた学生とそうでない学生が目に見えてよい。」などの意
見があった。
（2）教室のルールの作成および配布について（第32期より）
日本語能力試験模擬試験におけるカンニング等を踏まえて，教室のルールを作成し，学期の最初に
学習者に配布し，説明することとした。
９ おわりに
大学院入学前予備教育・日本語研修コースは，2015年3月に第31期生を送り出した。これまでに文
部科学省からの配置学生，学内措置による受講者を合わせて194人がこのコースを修了している。
日本語研修コースは，日本語課外補講との合同授業を行ってきた。これまでは単独で授業を行ってい
た頃よりも授業が活発化するメリットが大きかった。しかし，第31期では学習者の日本語レベル差が
大きく，一クラスでは対応できない事態が生じた。今後は，来日までの事前学習（ひらがなの習得）や
クラス編成を再検討する必要がある。今後も，国際交流センターの他の日本語プログラムとも連携をと
りながら，改善の道を探っていかなければならない。
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